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南
賓
太
守
乞
寒
衣

再
三
憐
汝
非
他
意

天
賓
遺
民
見
漸
稀

天
宝
の
遺
民

こ
の
詩
に
お
い
て
、
「
南
賓
太
守
」
（
忠
州
刺
史
）
た
る
白
居
易
が
、
八
十
歳
の
高
齢
に
な
っ
て
ま
だ
故
郷
の
秦
（
長
安
）
に
帰
れ
ず
に
い

る
「
康
史
」
を
再
三
憐
れ
ん
で
寒
衣
（
暖
衣
）
を
与
え
る
の
は
、
「
他
意
に
非
ず
」
、
近
来
「
天
宝
の
遺
民
」
を
見
る
こ
と
が
よ
う
や
く
稀

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

八
十
秦
翁
老
不
蹄

見
る
こ
と
漸
く
稀
な
れ
ば
な
り

南
賓
太
守

再
三
汝
を
憐
れ
む
は
他
意
に
非
ず

八
十
の
秦
翁

老
い
て
帰
ら
ず

あ
た
(

2

)

寒
衣
を
乞
ふ

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民

ー
「
贈
康
里
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー

(

1

)

 

白
居
易
に
「
贈
康
夏
」
と
題
す
る
七
絶
詩
が
あ
る
。
八
一
九
（
元
和
十
四
）
年
、
江
州
（
湖
北
省
）
司
馬
か
ら
忠
州
（
四
川
省
）
刺
史
へ
転

任
し
た
白
居
易
が
、
忠
州
で
見
か
け
た
天
宝
の
遺
民
「
康
曳
」
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

竹

村

則

1

↓'↓ 41
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と
こ
ろ
で
、

白
居
易
の
こ
の
詩
に
登
場
す
る

合
、
安
禄
山
の
乱
を
契
機
に
し
て
都
長
安
を
離
れ
、

う
。
更
に
は
、
盛
中
唐
詩
に
し
ば
し
ば
見
え
る
楽
人
康
治
、
康
毘
裔
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
白
居
易
の
「
贈
康
畏
」
詩

を
案
頭
に
し
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
と
き
、

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
白
居
易
を
始
め
と
し
て
主
に
中
唐
に
お
け
る
詩
文
小
説
に
登
場
す
る
天
宝
遺
民
の
実
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
拠
っ
て
具
体
的
に
検
証
し
な
が
ら
、
中
唐
の
詩
人
が
抱
い
て
い
た
天
宝
時
代
像
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の

一
環
と
し
て
、
天
宝
遺
民
た
る
「
康
里
」
の
伝
記
を
、
特
に
康
治
、
康
毘
裔
に
つ
い
て
洗
い
直
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

て
把
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
康
曳
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

ら
う
者
と
し
て
の
同
情
、
連
帯
感
と
、
繁
栄
の
生
き
証
人
た
る
天
宝
の
遺
民
に
対
す
る
限
り
な
い
憧
憬
の
念
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

中
唐
の
七
七
二
年
ー
八
四
六
年
を
生
き
た
白
居
易
に
と
っ
て
、
盛
唐
の
開
元
（
七
一
三
—
七
四
一
）
、
天
宝

間
は
、
既
に
半
世
紀
以
上
も
前
に
過
ぎ
去
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
居
易
は
、

こ
れ
ら
天
宝
の
遺
民
は
、
多
く
の
場

こ
の
「
贈
康
曳
」
詩
に
象
徴
的
に
見

ら
れ
る
様
に
、
当
時
な
お
身
近
に
生
存
し
て
い
た
天
宝
遺
民
に
対
し
て
、
強
い
憧
憬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、
白

居
易
が
開
元
天
宝
時
代
に
対
し
て
格
別
の
感
情
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

を
幡
く
と
、

る。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
文
集

（
補
2
)

そ
こ
に
は
、
既
に
白
髪
と
な
っ
た
天
宝
の
遺
民
を
始
め
と
し
て
、
李
白
、
杜
甫
、
あ
る
い
は
拿
応
物
へ
の
思
い
、
更
に
は
寛

裳
羽
衣
曲
や
開
元
以
来
の
古
木
に
至
る
ま
で
、
盛
暦
の
息
吹
き
を
伝
え
る
全
て
の
文
物
に
対
す
る
白
居
易
の
殊
更
な
感
情
が
赤
裸
々
に
詠

ま
れ
て
い
る
事
実
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
中
唐
の
詩
人
白
居
易
に
お
い
て
、
盛
唐
の
開
元
天
宝
時
代
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

に
な
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

「
康
夏
」
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。

天
下
を
流
浪
す
る
経
歴
を
持
つ
が
、

こ
れ
ら
の
疑
問
が
次
々
に
湧
い
て
く
る
。

簡
直
に
書
か
れ
た
こ
の
七
絶
詩
か
ら
は
、

白
居
易
の
康
夏
に
対
す
る
、

（
七
四
ニ
ー
七
五
六
）
年

共
に
長
安
を
出
て
異
郷
を
さ
す
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白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

貴
妃
宛
轄
侍
君
側

植
弱
不
勝
珠
翠
繁
12

貴
妃
は
宛
転
と
し
て
君
側
に
侍
し

た

体
弱
く
し
て
珠
翠
の
繁
き
に
勝
へ
ず

蘭
磨
薫
褒
温
湯
源

温
湯
源

石
甕
寺

千
官
起
居
環
颯
合

萬
國
會
同
車
馬
奔
8

千
官
起
居
し
て
環
颯
合
し

は
し

万
国
会
同
し
て
車
馬
奔
る

是
時
天
下
太
平
久

年
年
十
月
坐
朝
元

金
細
照
耀
石
甕
寺

年
年
十
月
朝
元
に
坐
す

是
の
時

能
弾
琵
琶
和
法
曲

多
在
華
清
随
至
尊
4

多
く
華
清
に
在
り
て
至
尊
に
随
ふ

能
＜
琵
琶
を
弾
じ
て
法
曲
に
和
し

白
居
易
詩
に
は
、
開
元
天
宝
の
遺
民
が
白
居
易
の
現
実
の
対
話
者
と
し
て
登
場
し
、
玄
宗
楊
貴
妃
の
盛
時
を
物
語
る
と
い
う
設
定
の
詩

例
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

白
頭
病
曳
泣
且
言

禄
山
未
鳳
入
梨
園

白
頭
の
病
曳

泣
き
且
つ
言
ふ

禄
山
未
だ
乱
れ
ざ
る
と
き

天
下
太
平
な
る
こ
と
久
し
く

金
細
照
耀
す

蘭
塵
薫
煮
す

(

3

)

 

江
南
遇
天
賓
業
曳

梨
園
に
入
り

江
南
に
天
宝
の
楽
皇
に
遇
ふ
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暮
雨
舟
中
酒
一
樽

涸
魚
久
失
風
波
勢

枯
草
曽
泊
雨
露
恩
24

我
自
秦
束
君
莫
問

襲
山
渭
水
如
荒
村

新
豊
樹
老
籠
明
月

長
生
殿
闇
鎖
黄
昏
28

紅
葉
紛
紛
蓋
欲
瓦

緑
苔
重
重
封
壊
垣

唯
有
中
官
作
宮
使

萬
人
死
壷
一
身
存
20

秋
風
江
上
浪
無
限

荒
村
の
如
し
こ

新
豊
の
樹
は
老
い
て
明
月
を
籠
め

く

ら

と

ざ

長
生
殿
は
闇
＜
黄
昏
に
鎖
す

か

た

む

お

ほ

紅
葉
は
紛
紛
と
し
て
欽
け
る
瓦
を
蓋
ひ

こ
わ

緑
苔
は
重
重
と
し
て
壊
れ
し
垣
を
封
ず

な

唯
だ
中
官
の
宮
使
と
作
る
有
り
て

疇
山

渭
水

涸
魚
久
し
く
失
す

う
る
ほ

枯
草
曽
て
油
ふ

我
秦
よ
り
来
れ
り

君
問
ふ
こ
と
莫
れ

雨
露
の
恩

風
波
の
勢

暮
雨
の
舟
中
に
酒
一
樽

万
人
死
し
尽
し
て
一
身
存
す

秋
風
の
江
上
に
浪
限
り
無
し

此
よ
り
漂
油
し
て
南
土
に
到
り

弓
勁
馬
肥
胡
語
喧
16

幽
土
人
遷
避
夷
秋

冬
雪
瓢
諷
錦
抱
媛

春
風
蕩
潔
寛
裳
瓢

歓
娯
未
足
燕
寇
至

鼎
湖
龍
去
哭
軒
轄

従
此
漂
漁
到
南
土

醐
土
人
遷
り

歓
娯
未
だ
足
ら
ざ
る
に
燕
寇
至
り

弓
勁
く
馬
肥
え
胡
語
喧
し

夷
秋
を
避
け

鼎
湖
龍
去
り

軒
帳
を
哭
す

あ
た
た
か

冬
雪
瓢
諷
と
し
て
錦
抱
媛
＜

ひ
る
が
ヘ

春
風
蕩
涼
し
て
寛
裳
瓢
る
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(

5

)

 

こ
の
詩
は
、
花
房
英
樹
氏
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
綜
合
作
品
表
に
よ
れ
ば
、
長
慶
二
（
八
二
二
）
年
、
長
安
で
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
年
、
白
居
易
は
杭
州
刺
史
と
し
て
長
安
か
ら
杭
州
へ
赴
任
す
る
。
こ
の
詩
に
登
場
す
る
旧
梨
園
弟
子
が
、
も
し
今
も
長
安
又
は
そ
の

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

満
山
紅
葉
鎖
宮
門

こ
の
詩
に
お
い
て
、
白
居
易
が
江
南
で
出
遇
っ
た
音
楽
曳
は
、
今
や
白
髪
で
病
気
が
ち
の
天
宝
の
遺
民
で
あ
る
。

春
の
思
い
出
を
語
る
の
を
聞
け
ば
、
彼
は
天
宝
の
盛
時
に
あ
っ
て
、
玄
宗
の
梨
園
の
琵
琶
の
名
手
で
あ
っ
た
。
年
年
十
月
に
は
華
清
宮
で

歓
娯
の
時
を
過
す
玄
宗
や
楊
貴
妃
に
尼
従
し
て
襲
山
に
お
も
む
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
玄
宗
一
行
は
急

繁
栄
と
没
落
の
回
顧
談
を
聞
い
て
、

逮
西
蜀
へ
蒙
塵
し
、
最
大
の
庇
護
者
を
失
っ
た
彼
は
、
や
む
な
く
旅
芸
人
と
し
て
江
南
を
流
浪
す
る
破
目
に
お
ち
い
る
。
そ
の
彼
の
語
る

や
は
り
長
安
か
ら
江
州
へ
貶
談
さ
れ
て
来
た
白
居
易
は
、
長
安
の
梨
園
や
譜
山
の
華
清
宮
の
荒
廃
し

た
現
状
に
つ
い
て
、
自
分
の
目
賭
し
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
老
楽
良
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
「
江
南
逢
李
亀
年
」
詩
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
詩
か
ら
は
、
先
の
「
贈
康
曳
」
詩
と
同
様
に
、
共
に
故
郷
の
長
安
を
逐
わ
れ
、
異
郷
を
流

浪
す
る
者
同
仕
が
持
つ
無
限
の
連
帯
感
と
、
白
居
易
の
天
宝
遺
民
に
対
す
る
無
量
の
憧
憬
の
念
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

白
頭
垂
涙
話
梨
園

五
十
年
前
雨
露
恩

莫
問
華
清
今
日
事

梨
園
弟
子

満
山
の
紅
葉

五
十
年
前

問
ふ
莫
か
れ

華
清
今
日
の
事

と
ざ

宮
門
を
鎖
す

雨
露
の
恩

か
た

白
頭
涙
を
垂
れ
て
梨
園
を
話
る

(

4

)

 

梨
園
の
弟
子

毎
年
寒
食
一
開
門
毎
年
寒
食
に
一
た
び
門
を
開
く
の
み

そ
の
涙
な
が
ら
に
青

65 



玄
孫
扶
向
店
前
行

左
臀
憑
肩
右
臀
折

頭
饗
眉
鑽ささ

玄
孫
に
扶
へ
ら
れ

左
臀
は
肩
に
憑
り

店
前
に
向
っ
て
行
く

右
臀
は
折
る

新
豊
老
翁
八
十
八

八
十
八ごと

皆
雪
の
似
し

あ
る
。

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

0
 
0
 
O
 
0
 

白
頭
病
夏
泣
且
言
腺
山
未
饂
入
梨
園
↓
白
頭
垂
涙
話
梨
園

0

0

 
0
 

0
 
0
 
0
 

枯

草

曽

油

雨

露

恩

↓

五

十

年

前

雨

露

恩

0
 
0
 

0
 
0
 

我

自

秦

束

君

莫

問

↓

莫

問

華

清

今

日

事

0

0

 

0
 

0
 
0
 
0
 

長
生
殿
闇
鎖
黄
昏
、
紅
葉
紛
紛
蓋
敬
瓦
↓
満
山
紅
葉
鎖
宮
門

近
郊
に
在
住
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
旬
「
華
清
の
今
日
の
事
」
に
つ
い
て
幾
分
か
を
既
に
知
見
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、

の
詩
意
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

こ
の
詩

こ
の
梨
園
弟
子
は
、
も
し
現
実
の
天
宝
遺
民
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
長
安
を
遠
く
離
れ
た
異
郷
を
流
浪
す
る

の
が
通
例
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
或
い
は
こ
の
詩
は
、
白
居
易
が
杭
州
あ
た
り
で
見
か
け
た
天
宝
遺
民
の
梨
園
弟
子
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

(

6

)

 

ろ
う
か
。
こ
の
詩
も
や
は
り
、
今
は
白
髪
と
な
っ
た
梨
園
弟
子
の
「
五
十
年
前
」
の
天
恩
に
つ
い
て
述
べ
る
。
詩
意
は
前
詩
「
江
南
遇
天

宝
楽
曳
」
と
全
く
同
様
で
あ
り
、
前
詩
形
を
短
か
く
七
言
絶
旬
に
縮
め
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。

な
ど
、

そ
の
詩
語
表
現
も
多
く
前
詩
を
襲
用
し
て
い
る
。

(

7

)

 

次
に
、
新
楽
府
の
「
新
豊
折
臀
翁
」
に
登
場
す
る
、
徽
兵
を
忌
避
し
て
自
ら
の
意
志
で
右
腕
を
折
っ
た
老
翁
も
や
は
り
天
宝
の
遺
民
で

頭
饗
眉
鑽
皆
似
雪

新
豊
の
老
翁
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問
翁
腎
折
来
幾
年

兼
問
致
折
何
因
縁

翁
云
貫
厩
新
豊
縣

生
逢
聖
代
無
征
戦

慣
聴
梨
園
歌
管
墜

不
識
旗
槍
輿
弓
箭

無
何
天
賣
大
徽
兵

戸
有
三
丁
貼
一
丁

貼
得
謳
将
何
虞
去

五
月
萬
里
雲
南
行

是
時
翁
年
二
十
四

兵
部
牒
中
有
名
字

夜
深
不
敢
使
人
知

倫
将
大
石
鎚
折
腎

張
弓
簸
旗
倶
不
堪

従
翠
始
免
征
雲
南

骨
砕
筋
傷
非
不
苦

且
圏
掠
退
婦
郷
土

年
は
二
十
四

兵
部
の
牒
中
に
名
字
有
り

ふ
夜
深
け
て
敢
て
人
を
し
て
知
ら
し
め
ず

愉
か
に
大
石
を
将
て
鎚
ち
て
管
を
折
る

ふ

弓
を
張
り
旗
を
簸
る
倶
に
堪
え
ず

こ

れ

ゆ

翠
よ
り
始
め
て
雲
南
に
征
く
を
免
か
る

や
ぶ

骨
砕
け
筋
傷
る
る
は
苦
し
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
れ
ど

え
ら

且
つ
掠
び
退
け
ら
れ
て
郷
土
に
帰
ら
ん
こ
と
を
図
る
な
り

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

是
の
時

翁

五

月

万

里

雲

南

に

行

く

戸
に
三
丁
有
れ
ば
一
丁
を
点
ず

も

点
し
得
て
駆
り
将
て

ゅ

何
処
に
か
去
＜

旗
槍
と
弓
箭
と
を
識
ら
ず

い
く
ば
何
く
も
無
く

天
宝
大
い
に
徴
兵
し

梨
園
の
歌
管
の
声
を
聴
く
に
慣
れ

生
れ
て
聖
代
に
逢
ひ
征
戦
無
し

翁
亨
ふ
貫
は
新
豊
県
に
属
し

兼
ね
て
問
ふ

折
る
を
致
す
は
何
の
因
縁
ぞ

う

で

よ

問
ふ
翁
腎
折
れ
て
来
り
幾
年
ぞ

67 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



入
時
十
六
今
六
十
入
り
し
時
は
十
六

今
は
六
十

初
め
て
選
ば
れ
て
入
る

一
肢
雖
阪
一
身
全

こ
の
詩
は
元
和
四
（
八
0
九
）
年
に
作
ら
れ
た
。
天
宝
十
載
（
七
五
一
年
）
、
楊
国
忠
が
雲
南
の
南
詔
蛮
を
伐
っ
た
め
に
、
人
民
を
強
い
て

徽
兵
し
た
史
実
を
背
景
に
す
る
。
「
是
時
翁
年
二
十
四
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
折
臀
翁
は
開
元
十
八
（
七
二
八
）
年
生
ま
れ
と
な
り
、

、
、
、

こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
年
に
は
八
十
二
歳
を
数
え
る
。
第
一
句
「
新
豊
老
翁
八
十
八
」
と
あ
る
の
に
、
や
や
年
齢
の
ひ
ら
き
が
生
じ
る
。
諸

(

8

)

、
、
、

本
で
は
、
敦
煽
本
が
「
新
豊
老
翁
年
八
十
」
と
あ
る
の
が
、
よ
り
正
確
な
表
現
と
な
る
。
そ
の
リ
ア
ル
な
描
写
か
ら
す
る
と
、
こ
の
開
元

生
ま
れ
の
老
翁
は
、
白
居
易
が
現
実
に
対
面
し
、
直
接
に
会
話
を
交
し
た
相
手
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
白
居
易
が
こ
の
老

翁
に
問
い
か
け
る
親
身
で
懇
切
な
態
度
に
は
、
新
楽
府
の
題
下
に
付
し
た
「
辺
功
を
戒
む
る
な
り
」
と
い
う
主
題
と
は
別
に
、
彼
の
天
宝

遺
民
に
対
す
る
格
別
の
篤
い
感
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

9

)

 

ま
た
、
同
じ
く
新
楽
府
の
「
上
陽
白
髪
人
」
も
、
中
唐
に
生
き
る
天
宝
の
遺
民
を
詠
ん
だ
新
楽
府
で
あ
る
。

紅
顔
暗
老
白
髪
新

一
閉
上
陽
多
少
春

玄
宗
末
歳
初
選
入

緑
衣
の
監
使
宮
門
を
守
る

と

ざ

い

く

ば

く

一
た
び
上
陽
に
閉
さ
れ
て
よ
り
多
少
の
春
ぞ

玄
宗
の
末
歳

緑
衣
監
使
守
宮
門

紅
顔
暗
に
老
い

白
髪
新
た
な
り

上
陽
人

上
陽
の
人

一
肢
は
廃
す
と
雖
も
一
身
は
全
し

臀
折
来
来
六
十
年
臀
折
れ
て
来
来
六
十
年
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外
人
不
見
見
應
笑

天
賓
末
年
時
世
粧

天
宝
末
年
の
時
世
粧

宗
の
宮
殿
に
あ
げ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

、
、
、
、

こ
の
詩
に
詠
ま
れ
る
、
上
陽
宮
を
ひ
っ
そ
り
と
守
る
白
髪
の
宮
女
は
、
曽
て
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
年
）
、
十
六
歳
の
時
に
め
で
た
＜
玄

楊
貴
妃
が
帝
の
籠
愛
を
専
ら
に
し
た
た
め
に
（
実
際
は
安
禄
山
の
乱
の
た
め
に
）
、

幸
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
疎
ん
じ
ら
れ
、
上
陽
宮
に
幽
閉
さ
れ
て
空
し
く
青
春
の
日
々
を
費
消
す
る
。
今
は
六
十
一
歳
。
も
し
「
玄

宗
末
歳
」
す
な
わ
ち
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
年
）
に
本
当
に
十
六
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

小
頭
鞘
履
窄
衣
裳

青
黛
貼
眉
眉
細
長

外
人
は
見
ず

青
黛
眉
を
点
じ

眉
は
細
長
な
り

ま
さ

見
れ
ば
応
に
笑
ふ
べ
し

小
頭
の
蛙
履

東
西
四
五
百
廻
薗

今
日
宮
中
年
最
老

大
家
造
賜
尚
書
琥

今
日

み
か
ど
大
家
は
逢
か
に
尚
書
の
号
を
賜
ふ

せ
ま窄
き
衣
裳

宮
中
に
年
最
も
老
い

東
西
唯
だ
深
宮
に
向
っ
て
明
月
を
望
め
ば

ま
ど
か

四
五
百
廻
円
な
り

盟
蹄
燕
去
長
梢
然

春
往
秋
来
不
記
年

唯
向
深
宮
望
明
月

春
往
き

秋
来
た
り

鶯
帰
り

と
こ
し
え

燕
去
り
長
に
梢
然
た
り

お
ぼ

年
を
記
え
ず

零
落
し

同
時
采
揮
百
餘
人

零
落
年
深
残
此
身

同
時
に
采
択
せ
ら
る
る
も
の
百
余
人

ふ

年
深
け
て

此
の
身
を
残
す
の
み

こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
元
和
四
（
八
0
九
）
年
に

一
度
も
進
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帝
子
吹
篇
逐
鳳
凰

空
留
仙
洞
琥
華
陽

落
花
何
慮
堪
憫
恨

頭
白
宮
人
掃
影
堂

て
い
る
。

落
花

何
れ
の
処
か
憫
恨
に
堪
へ
ん

は
ら

影
堂
を
掃
ふ

空
し
く
仙
洞
を
留
め
て
華
陽
と
号
す

頭
白
の
宮
人

更
に
、
白
居
易
の
開
元
天
宝
時
代
へ
の
思
慕
は
、
如
上
の
遺
民
を
介
し
て
の
み
に
限
ら
ず
、
老
柳
や
楽
曲
な
ど
、
天
宝
時
代
の
息
吹
き

帝
子
篇
を
吹
き

鳳
凰
を
逐
ふ

(

1

0

)

（
補
1
)

ま
た
、
「
春
題
華
陽
観
」
詩
は
、

齊
。
」
と
あ
り
、

や
は
り
白
居
易
の
当
時
に
あ
っ
て
、
「
旧
内
人
」
「
頭
白
宮
人
」

た
る
天
宝
の
遺
民
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
）

華
陽
公
主
の
故
宅
に
題
し
た
詩
で
あ
る
が
、

そ
の
自
注
に

、
、
、
、
、

有
薔
内
人
存

は
、
正
し
く
は
六
十
九
歳
、
も
し
く
は
七

0
歳
の
高
齢
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
仲
間
は
既
に
い
な
く
な
り
、
彼
女
は
た
だ
一
人

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

上
陽
宮
に
残
余
の
生
涯
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
服
装
や
化
粧
は
、
今
で
は
全
く
流
行
お
く
れ
の
所
謂
「
天
宝
末
年
の
時
世
粧
」
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

天
賓
五
載
已
後
、
楊
貴
妃
専
寵
、
後
宮
人
無
復
進
幸
突
。
六
宮
有
美
色
者
、
輯
置
別
所
、
上
陽
是
其
一
也
。
貞
元
中
尚
存
焉
。

と
あ
る
の
は
、
中
唐
の
貞
元
年
間
に
至
っ
て
も
天
宝
の
上
陽
宮
が
尚
存
在
し
、

存
し
て
い
た
こ
と
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
（
同
題
の
「
上
陽
白
髪
人
」
は
、
ま
た
同
様
の
テ
ー
マ
で
元
棋
の
新
題
楽
府
に
も
詠
ま
れ

そ
し
て
、

そ
の
題
下
注
に
、

そ
の
様
な
天
宝
遺
民
た
る
「
上
陽
白
髪
人
」
が
尚
ま
だ
生

「
観
即
華
陽
公
主
故
宅
、
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(
1
1
)
 

を
伝
え
る
多
く
の
文
物
に
直
接
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
一
層
の
啓
発
を
受
け
た
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
勤
政
棲
西
老
柳
」
詩
は
、
玄

宗
が
熱
心
に
政
務
を
執
っ
た
勤
政
務
本
楼
の
西
に
植
わ
っ
て
い
る
開
元
以
来
の
老
柳
に
つ
い
て
、
格
別
の
感
慨
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

半
朽
臨
風
樹

多
情
立
馬
人

開
元
一
株
柳

長
慶
二
年
春

易
「
白
手
」
は
、

嵩
陽
観
に
お
い
て
秋
夜
に
演
奏
さ
れ
た
「
寛
裳
羽
衣
曲
」
に
つ
い
て
、
河
南
ヂ
た
る
白
居

そ
の
「
開
元
遺
曲
」
た
る
こ
と
を
ひ
と
し
お
「
愛
」
お
し
ん
で
い
る
。

開
元
遺
曲
自
凄
涼

況
近
秋
天
調
是
商

馬
を
立
つ
る
人

開
元
の
一
株
の
柳

長
慶
の
二
年
の
春

お
の
づ
か

開
元
の
遺
曲
自
ら
凄
涼

況
ん
や
秋
天
に
近
く

愛
し
む
者
は
誰
人
ぞ

こ
の
寛
裳
羽
衣
曲
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
逸
楽
を
伝
え
る
開
元
天
宝
の
遺
曲
で
あ
る
。
こ
の
「
開
元
遺
曲
」
と
い
う
表
現
に
は
、
開
元

遺
民
と
同
じ
く
、
そ
の
時
代
の
息
吹
き
を
伝
え
る
遺
物
に
対
す
る
白
居
易
の
特
別
な
感
懐
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
白
居
易

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

愛
者
誰
人
唯
白
手

奏
時
何
慮
在
嵩
陽

奏
す
る
時
は
何
処
ぞ
嵩
陽
に
在
り

調
は
是
れ
商
な
る
を
や

(
1
2
)
 

続
い
て
、
「
嵩
陽
観
夜
奏
寛
裳
」
詩
で
は
、

多
情
な
り

唯
だ
白
手
な
り

半
ば
朽
ち
た
り
風
に
臨
む
樹
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(
1
3
)
 

に
は
こ
の
他
に
、
元
棋
詩
に
和
し
た
「
寛
裳
羽
衣
歌
」
が
あ
る
ほ
か
、
「
宅
西
有
流
水
、
臆
下
構
小
棲
、

(

1

4

)

 

歌
酒
、
聯
以
自
娯
。
獨
酔
獨
吟
、
偶
題
五
絶
」
詩
其
三
に
お
い
て
は
、
「
皆
言
此
慮
宜
絃
管
、
試
奏
寛
裳
一
曲
看
」

趣
を
添
え
る
も
の
と
し
て
、
白
居
易
が
特
に
望
ん
で
寛
裳
羽
衣
曲
を
一
曲
演
奏
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
1
5
)
 

次
に
、
「
感
白
蓮
花
」
詩
に
お
い
て
、
白
居
易
が
江
南
か
ら
洛
陽
に
移
し
植
え
た
白
蓮
花
を
詠
み
な
が
ら
、
突
如
と
し
て
西
涼
州
の
「
天

宝
民
」
を
連
想
す
る
の
は
、
や
は
り
こ
の
時
代
に
、
そ
の
様
な
天
宝
の
遺
民
が
、
西
涼
の
辺
境
と
は
言
え
、
実
際
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

の
反
映
で
あ
ろ
う
。

忽
想
西
涼
州

撃
生
胡
子
孫

胡
の
子
孫
を
撃
生
す
る
を

(

1

7

)

 

そ
し
て
最
後
に
、
有
名
な
「
長
恨
歌
」
や
「
琵
琶
引
」
に
お
い
て
、
次
の
如
く
、
曽
て
盛
唐
の
長
安
で
活
躍
し
た
妓
女
や
梨
園
弟
子
が

登
場
す
る
の
も
、
や
は
り
当
時
白
居
易
の
身
近
に
天
宝
遺
民
が
生
存
し
て
い
た
情
況
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

梨
園
弟
子
白
髪
新

椒
房
阿
監
青
蛾
老

梨
園
の
弟
子

椒
房
の
阿
監

白
髪
新
た
な
り

臨
玩
之
時
、
頗
有
幽
趣
。
因
命

と
あ
り
、

（
長
恨
歌
）

元
和
十
年
、
予
九
江
郡
司
馬
に
左
遷
さ
る
。
明
年
秋
、
客
を
盆
浦
口
に
送
る
に
、
舟
船
中
に
夜
琵
琶
を
弾
く
者
を
聞
く
。
其
の

埋
歿
漢
父
祖
漢
の
父
祖
を
埋
歿
し

青
蛾
老
い
た
り

中
有
天
賓
民
中
に
天
宝
の
民
有
り
て

忽
ち
想
ふ
西
涼
州

宴
席
に
興
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音
を
聴
く
に
、
鍔
鍔
然
と
し
て
京
都
の
声
有
り
。
其
の
人
を
問
ふ
に
、
本
と
長
安
の
倶
女
に
し
て
、
嘗
て
琵
琶
を
穆
、
曹
の
二

つ
ま

善
オ
に
学
ぶ
、
年
長
け
て
色
衰
へ
、
身
を
委
ね
て
買
人
の
婦
と
為
る
と
。

自
言
本
是
京
城
女

家
在
蝦
墓
陵
下
住

十
三
學
得
琵
琶
成

名
風
教
坊
第
一
部

（補
2
)

あ
る
い
は
拿
応
物
に
言
及
し
た
詩
文
も
、

(
1
8
)
 

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

以
上
に
あ
げ
た
多
く
の
挙
例
か
ら
、
中
唐
の
白
居
易
の
時
代
に
、
盛
唐
の
天
宝
の
遺
民
が
ま
だ
現
実
に
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。

自
ら
言
ふ

白
居
易
が
李
白
、

そ
し
て
白
居
易
は
、

そ
れ
ら
の
遺
民
を
通
し
て
、
開
元
天
宝
時
代
の
繁
栄
の
息
吹
き
を
直
接
に
感
じ
取
り
、
も
は
や
過
ぎ
去
っ

生
き
た
詩
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

た
盛
時
に
対
し
て
限
り
な
い
憧
憬
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
或
い
は
杜
甫
の
如
く
、
盛
唐
の
安
禄
山
の
乱
の
渦
中
に
現
実
に

(
1
9
)
 

そ
の
失
わ
れ
た
盛
時
へ
の
追
憶
は
、
今
少
し
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

盛
唐
よ
り
一
世
代
も
二
世
代
も
隔
て
た
中
暦
時
代
を
生
き
た
白
居
易
に
と
っ
て
、

ら
、
既
に
完
全
に
過
ぎ
去
っ
た
偉
大
な
繁
栄
と
し
て
追
憶
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
様
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

そ
の
他
、

杜
甫
、

名
は
教
坊
の
第
一
部
に
属
す

十
三
に
し
て
琵
琶
を
学
び
得
て
成
り

家
は
蝦
墓
陵
下
に
在
り
て
住
む

本
は
是
れ
京
城
の
女
に
し
て

盛
唐
は
、

連
続
す
る
唐
朝
の
一
部
分
と
は
い
い
な
が

彼
の
盛
唐
観
を
見
る
上
で
恰
好
の
参
考
資
料
と
な
る

（
琵
琶
引
）
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小
年
進
食
曽
因
入

小
年
進
食
し

中
唐
の
他
の
文
人
の
詩
文
に
お
い
て
も
、
白
居
易
と
同
じ
く
、
天
宝
の
遺
民
が
栄
枯
盛
衰
の
語
り
部
と
な
っ
て
詩
文
中
に
登
場
す
る
例

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
顕
著
な
例
を
、
元
槙
、
劉
再
錫
、
鄭
隅
等
の
詩
文
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。

(
2
0
)
 

ま
ず
、
白
居
易
と
終
生
変
わ
ら
ぬ
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
元
稼
の
「
行
宮
」
詩
で
は
、

塞
落
古
行
宮

宮
花
寂
霙
紅

白
頭
宮
女
在

閲
坐
説
玄
宗

寂
莫
と
し
て
紅
し

白
頭
の
宮
女
在
り
て

閑
坐
し
て
玄
宗
を
説
く

と
い
う
様
に
、
今
は
亡
き
玄
宗
の
語
り
部
と
し
て
行
宮
に
仕
え
る
天
宝
遺
民
の
白
髪
の
宮
女
が
登
場
す
る
。

(
2
1
)
 

ま
た
、
「
連
昌
宮
詞
」
で
は
、

宮
邊
老
翁
為
余
泣

宮
辺
の
老
翁

曽
て
因
り
て
入
る

と
い
う
設
定
が
物
語
る
よ
う
に
、
連
昌
宮
の
近
く
に
住
む
老
人
が
、
「
小
年
」

宮
花
蓼
落
す
古
行
宮

余
が
為
に
泣
く

の
頃
に

「
進
食
」
の
た
め
に
宮
中
に
入
り
、
そ
の
眼
で
ま
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(

2

3

)

 

次
に
、
鄭
隅
の
「
津
陽
門
詩
」
は
、

賤わ先
子れ皇

の
あ
た
り
に
見
た
玄
宗
や
楊
貴
妃
の
き
ら
び
や
か
な
生
活
の
様
子
を
詩
の
前
半
に
描
く
。
そ
し
て
、
後
半
で
は
、
安
緑
山
の
乱
を
経
て
、

今
は
見
る
影
も
な
く
荒
れ
果
て
た
連
昌
宮
の
惨
状
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
連
昌
宮
の
栄
枯
盛
衰
を
物
語
る
老
人
は
、
や
は
り
天
宝
の
遺
民

何
事
花
前
泣

曽
逢
薔
日
春

先
皇
初
在
鏑

賤
子
正
遊
秦

る
と
考
え
ら
れ
る
。

曽
て
逢
ふ

と
い
う
歌
い
出
し
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、

今
年
冬
、
自
聾
而
来
、
暮
及
山
下
。
因
解
鞍
謀
餐
、
求
客
旅
邸
゜
而
主
翁
年
且
文
、
自
言
世
事
明
皇
。
夜
闊
酒
餘
、
復
為
網
道
承
平

故
賓
。
翼
日
、
於
馬
上
輯
裁
刻
但
臭
之
話
。
為
長
旬
七
言
詩
、
凡
一
千
四
百
字
、
成
一
百
韻
止
。

言
律
詩
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
様
に
、
華
清
宮
の
北
闊
で
あ
る
津
陽
門
の
近
く
に
旅
宿
を
と
っ
た
鄭
隅
が
、
宿
の
老
翁
の
語
る
天
宝
盛
時
の
故
事
を
一
百
韻
の
七

大
中
五
（
八
五
一
）
年
の
進
士
で
あ
る
鄭
隅
が
対
面
し
た
老
翁
が
、

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

で
あ
る
。

そ
の
序
に
、

そ
の
若
い
頃
に
玄
宗
と
楊
貴
妃
を
眼
の
あ
た
り
に
し
た
と
い
う
体
験
を
持
つ
天
宝
の
遺
民
で
あ

正
に
秦
に
遊
ぶ

旧
日
の
春

初
め
鏑
に
在
り
し
と
き

何
事
ぞ
花
前
に
泣
く

(
2
2
)
 

更
に
、
「
代
曲
江
老
人
百
韻
」
詩
に
登
場
す
る
老
人
も
、

果
し
て
百
年
近
く
も
前
の
天
宝
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(
2
4
)
 

の
遺
民
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
な
お
疑
問
の
余
地
は
あ
る
が
、
老
翁
の
語
り
口
は
当
事
者
と
し
て
の
真
実
味
が
あ
り
、
天
宝
時
代
の

生
き
証
人
と
し
て
の
迫
真
性
が
あ
る
。

ま
た
、
清
の
猪
人
穫
の
『
堅
狐
八
如
]
巻
二
「
琵
琶
詞
」
に
は
、

彦
高
の
「
春
従
天
上
来
」
詩
を
載
せ
る
が
、
こ
の
老
姫
も
天
宝
の
遺
民
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
唐
代
伝
奇
小
説
『
東
城
老
父
伝
』
に
登
場
す
る
闘
維
の
名
手
賣
昌
は
、
開
元
五
年
生
ま
れ
の
九
八
歳
、
闘
雉
を
好
ん
だ
玄
宗
の

故
事
を
述
べ
立
て
る
が
、
や
は
り
開
元
天
宝
の
遺
民
で
あ
る
。

(
2
6
)
 

最
後
に
、
宋
・
張
前
の
「
襲
山
記
」
に
お
い
て
は
、
朧
山
の
ふ
も
と
に
住
む
九
十
三
歳
の
老
翁
が
、
秘
伝
の
「
襲
山
宮
殿
図
」
を
前
に

し
て
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
故
事
を
物
語
る
が
、
そ
の
遠
祖
は
、
曽
て
守
宮
使
と
し
て
天
宝
の
宮
中
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
中
唐
以
後
の
詩
文
小
説
に
見
ら
れ
る
天
宝
遺
民
の
記
述
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
と
り
わ
け
白
居
易
や
元
棋
を
含
む
中
唐
の
文
人

、
、
、

に
と
っ
て
は
、
安
腺
山
の
乱
を
経
て
な
お
生
き
残
る
天
宝
遺
民
の
存
在
が
、
盛
唐
繁
栄
の
息
吹
き
を
直
接
に
伝
え
る
よ
す
が
と
し
て
尊
崇

の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
遺
民
と
は
、
あ
る
時
代
が
滅
び
て
後
、
な
お
生
き
残
る
民
人
の
謂
で
あ
る
。
い
つ
如
何
な
る
世

う
た
か
た

に
あ
っ
て
も
、
時
移
り
、
人
類
の
興
亡
が
繰
り
返
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
遺
民
は
、
あ
た
か
も
淀
み
に
浮
か
ぶ
泡
沫
の
よ
う
に
、
次
か
ら
次
に

出
現
し
て
は
消
え
去
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
興
亡
が
劇
的
で
あ
り
、
加
え
て
前
王
朝
の
繁
栄
と
波
落
が
い
ち
じ
る
し
い
ほ
ど
、
激
流
に
あ

ら
が
う
泡
沫
に
も
似
て
、
遺
民
の
存
在
は
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
果
て
な
く
民
族
の
興
亡
を
繰
り
返
し
た
中
国
に
お
い
て
、

魏
晋
南
北
朝
や
明
清
の
鼎
革
の
際
に
出
現
し
た
多
数
の
遺
民
の
存
在
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

安
腺
山
の
乱
は
、
唐
朝
の
内
乱
で
あ
り
、
唐
王
朝
が
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
俄
に
滅
亡
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
玄
宗
の
西
蜀
蒙
塵
と
い

う
事
態
は
、
確
か
に
唐
朝
存
亡
の
一
大
危
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
唐
朝
は
、
も
は
や
開
元
天
宝
時
代
の
繁
栄
を
二
度
と
取
り
も
ど
す
こ

と
は
な
く
、
時
は
中
唐
か
ら
晩
唐
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
安
腺
山
の
乱
は
、
優
に
政
治
革
命
に
も
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
甚
大
な
影
響
を
唐
王
朝
に
与
え
た
一
大
政
変
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
以
上
に
見
た
様
な
中
唐
以
後
の
文
人
が
記
録
す
る
天
宝
遺
民
の

梨
園
の
旧
籍
で
琵
琶
を
善
く
す
る
老
姫
に
遇
っ
た
驚
き
を
述
べ
た
呉
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当
に
つ
ぎ
合
せ
て
作
成
し
た
合
成
記
事
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

存
在
も
、
天
宝
の
繁
栄
が
顕
著
で
あ
り
、
安
腺
山
の
乱
が
劇
的
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
よ
り
顕
著
に
詠
詩
の
対
象
と
し
て
文
人
の
眼
に
う

つ
っ
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

康
治
の
伝
記
の
う
ち
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
元
・
辛
文
房
の
『
唐
才
子
伝
』
巻
四
に
載
せ
る
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

治
、
酒
泉
人
。
黄
顕
美
丈
夫
也
。
盛
時
摘
琴
剣
来
長
安
、
謁
嘗
道
、
氣
度
豪
爽
。
工
業
府
詩
篇
、
宮
女
梨
園
、
皆
寓
於
整
律
。
玄
宗

亦
知
名
、
嘗
歎
美
之
。
所
出
入
皆
王
侯
貴
主
之
宅
、
従
遊
輿
宴
、
雖
駿
馬
蒼
頭
、
如
其
己
有
。
観
服
玩
之
光
、
令
人
蹄
欲
燒
物
、
憐

才
乃
能
如
是
也
。
後
遭
天
賓
鳳
離
、
瓢
蓬
江
表
。

至
大
暦
間
、
年
已
七
十
餘
、
龍
鐘
衰
老
、
談
及
開
元
繁
盛
、
流
沸
無
従
。
往
来
雨
京
、
故
侯
館
穀
空
、
咸
陽
一
布
衣
耳
。
於
時
文
士

願
輿
論
交
、

李
端
逢
之
、

贈
詩
云
、
「
竪
名
常
廊
飽
参
軍
、

在
」
。
後
卒
杜
陵
山
中
。
文
章
不
得
見
失
。

こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
康
治
が
西
域
酒
泉
出
身
の
黄
蹟
の
美
丈
夫
で
あ
っ
た
こ
と
、
音
楽
や
剣
術
に
巧
み
で
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
し
、

玄
宗
の
盛
唐
時
に
長
安
に
や
っ
て
来
て
王
侯
貴
族
の
邸
宅
に
出
入
り
し
た
こ
と
、
安
腺
山
の
乱
後
は
江
表
に
流
浪
し
た
こ
と
、
大
暦
年
間

に
七
十
餘
歳
、
開
元
の
盛
時
を
語
っ
て
は
涙
に
く
れ
た
こ
と
、
李
端
な
ど
時
の
文
士
と
交
わ
っ
て
贈
答
詩
を
残
す
こ
と
、
等
等
で
あ
る
。

(

2

7

)

 

こ
れ
は
小
川
昭
一
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
唐
詩
中
に
見
え
る
康
治
を
詠
ん
だ
以
下
の
三
詩
の
詩
表
現
を
、
適

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

四

班
位
不
過
楊
執
戟
」
。
又
云
、
「
同
時
猷
賦
人
皆
盪
、

共
壁
題
詩
君
獨
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識
子
十
年
何
不
遇

只
愛
歓
遊
雨
京
路

朝
吟
左
氏
嬌
女
篇

夜
誦
相
如
美
人
賦
4

長
安
春
物
菅
相
宜

只
だ
歓
遊
を
愛
す
左
氏
の
嫡
女
篇

長
安
の
春
物

夜
に
誦
す

相
如
の
美
人
賦

も旧
と
相
宜
し

朝
に
吟
ず

両
京
の
路

き
み子
を
識
る
こ
と
十
年
何
ぞ
不
遇

ま
ず
、

a
李
頑
「
送
康
治
入
京
進
築
府
歌
」
は
次
の
様
で
あ
る
。

c
 
李
端
「
贈
康
治
」
（
全
暦
詩
巻
二
八
四
）

b
 
a
 

(
2
8
)
 

更
に
、
最
近
で
は
、
靡
嘉
定
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

康
治
（
約
公
元
七
四
二
年
前
后
在
世
）
字
不
詳
、
酒
泉
人
。
生
卒
年
均
不
詳
、
約
唐
玄
宗
開
元
、
天
賓
間
前
后
在
世
。
気
度
豪
爽
、
美

風
姿
、
畜
黄
麟
。
摘
琴
釧
至
長
安
、
謁
見
嘗
道
。
工
業
府
詩
篇
、
宮
女
梨
園
、
皆
寓
入
聟
律
。
玄
宗
亦
知
其
名
、
深
加
嘆
美
。
所
出

天
賓
之
鳳
、
瓢
泊
江
表
。
至
大
歴
間
、
年
已
七
十
餘
、
龍
鐘
衰

入

皆

王

侯

貴

主

之

宅

、

従

遊

輿

宴

、

如

其

己

有

。

老
、
毎
談
及
開
、
天
繁
盛
、
流
沸
不
知
所
従
。
常
往
来
雨
京
、
文
士
業
呉
之
交
。
後
卒
杜
陵
山
中
。

次
に
、

雖
駿
馬
蒼
頭
、

こ
れ
ら
の
康
治
伝
の
原
資
料
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
全
唐
詩
中
の
康
治
を
詠
ん
だ
詩
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す

(

2

9

)

 

る
。
そ
の
詩
例
は
次
の
三
例
で
あ
る
。

李
頑
「
送
康
治
入
京
進
築
府
歌
」
（
全
唐
詩
巻
一
三
―
―
-
）

戴
叔
倫
「
贈
康
老
人
治
」
（
全
唐
詩
巻
二
七
四
）
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新
詩
業
府
唱
堪
愁

御
妓
應
偲
翅
鵠
棲

西
上
雖
因
長
公
主

終
須
一
見
曲
陵
一
作
陽
侯 西
上
す
る
は
長
公
主
に
因
る
と
雖
も

つ

い
終
須
に
曲
陵
一
作
陽
侯
に
一
見
す
べ
し

こ
の
詩
は
、
そ
の
標
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
康
沿
が
西
京
長
安
に
入
っ
て
、
「
長
公
主
」

っ
た
詩
で
あ
る
。
作
者
の
李
頑
は
、
『
唐
才
子
伝
』
巻
二
に
よ
れ
ば
、
開
元
二
十
三
（
七
三
五
）
年
の
進
士
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
が
い
つ
頃

作
ら
れ
た
か
は
不
明
。
旬
中
に
第
二
旬
「
歓
遊
両
京
路
」
、
第
五
旬
「
長
安
」
、
第
十
五
句
「
西
上
」
と
あ
る
の
か
ら
す
れ
ば
、
東
都
洛
陽

に
お
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
士
瞑
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
十
五
に
は
、
『
古
夫
子
亭
雑
録
』
巻
五
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
あ

り
、
第
十
五
旬
「
長
公
主
」
や
末
旬
の
「
曲
陽
侯
」
が
、
秦
国
夫
人
、
聾
国
夫
人
、
楊
国
忠
の
輩
を
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。

盛
唐
詩
人
多
有
贈
康
治
之
作
、
最
偉
者
李
頑
所
謂
「
西
上
雖
因
長
公
主
、
還
須
一
見
曲
陽
侯
」
、
蓋
指
楊
国
忠
聟
秦
、
聾
輩
也
。

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

白
袂
春
杉
仙
吏
贈

烏
皮
隠
几
壼
郎
輿
12

新
詩
楽
府まさ応
に
翅
鵠
楼
に
伝
ふ
べ
し

御
妓

唱
ひ
て
愁
う
る
に
堪
へ
た
れ
ば

烏
皮
•
隠
几
は
台
郎
与
へ
た
り

白
袂
・
春
杉
は
仙
吏
の
贈
る
な
り

中
貴
は
由
来

柳
色
偏
濃
九
華
殿

鶯
整
酔
殺
五
陵
兒
8

曳
裾
此
日
従
何
所

中
貴
由
来
盪
相
許

鶯
墜
酔
殺
す

此
の
日
よ
り
曳
裾
し
て

尽
く
相
許
す 何
所
に
従
は
ん

五
陵
児

小
苑
の
蒲
萄

ひ
と

柳
色
偏
へ
に
濃
し

九
華
殿

小
苑
蒲
萄
花
満
枝

花

枝
に
満
つ
る
な
ら
ん

に
「
新
詩
楽
府
」

を
進
上
す
る
の
を
見
送
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不
脱
弊
妾
軽
錦
綺

長
吟
佳
旬
掩
笙
歌

南
郡
北
里
日
経
過

慮
虞
滝
留
築
事
多
8

弊
装
を
脱
せ
ず

長
吟
の
佳
旬

錦
綺
を
軽
ん
じ

笙
歌
を
掩
ふ

南
郡
北
里

処
処
に
滝
留
し
て
楽
事
多
し

七
貴
因
之
盪
相
識

七
貴

之
に
因
り
て
尽
く
相
識
る

ひ
び日
に
経
過
し

築
府
喧
喧
聞
至
尊
4

宮
中
美
人
皆
唱
得

宮
中
の
美
人

皆
唱
ひ
得
た
り

楽
府
喧
喧
と
し
て
至
尊
に
聞
こ
ゆ

一
篇
飛
入
九
重
門

一
篇
飛
び
て
九
重
の
門
よ
り
入
れ
ば

少
小
知
名
帝
城
裏
少
小
よ
り
名
を
知
ら
る
帝
城
の
裏

ま
た
、
先
に
あ
げ
た
『
唐
オ
子
伝
』
や
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
の
記
事
が
、
李
頑
の
こ
の
詩
の
表
現
に
拠
っ
て
、
「
往
来
両
京
」
の

時
期
を
安
腺
山
の
乱
後
の
こ
と
に
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
詩
は
、
李
頑
と
識
り
合
っ
て
十
年
来
、
布
衣
の
ま
ま
両
京
（
長
安
、
洛
陽
）
を
歓
遊
し
て
い
た
康
治
が
、

た
び
「
長
公
主
」
の
み
ち
び
き
で
一
躍
そ
の
新
詩
楽
府
を
認
め
ら
れ
、
宮
中
に
進
上
す
る
べ
く
、
「
此
の
日
」

送
っ
た
詩
で
あ
る
。

康
治
を
詠
ん
だ
他
の
二
詩
が
、

べ
、
李
頑
の
こ
の
詩
は
、
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
ま
さ
に
上
京
し
よ
う
と
す
る
康
治
を
見
送
っ
た
詩
で
あ
り
、
開
元
時
代
の
鬱
勃
た
る
雰

囲
気
が
窺
え
る
好
個
の
同
時
代
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

次
に
、

b
戴
叔
倫
「
贈
康
老
人
治
」
は
次
の
様
で
あ
る
。

酒
泉
布
衣
薔
才
子

酒
泉
の
布
衣

旧
オ
子

い
ず
れ
も
安
腺
山
の
乱
後
に
天
下
を
流
浪
す
る

「
遺
民
」
の
康
治
を
描
く
の
に
較

に
「
西
上
」
す
る
の
を
見
こ
の
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賢
王
貴
主
於
我
厚

暗
将
心
事
隔
風
塵

霊
榔
年
光
逐
杯
酒

青
門
幾
度
見
春
蹄

折
柳
尋
花
送
落
暉
16

杜
陵
往
往
逢
秋
暮

望
月
臨
風
攀
古
樹

繁
霜
入
饗
何
足
論

奮
國
連
天
不
知
虞
20

爾
来
條
忽
五
十
年

卸
憶
嘗
時
思
砂
然

多
識
故
侯
悲
宿
草

曽
看
流
水
没
桑
田
24

百
人
會
中
一
身
在

被
褐
飲
瓢
終
不
改

陪
頭
車
馬
共
螢
螢

不
解
如
君
任
此
生
28

駿
馬
蒼
頭
如
己
有
12

阻
頭
に
車
馬

し解
ら
ず

共
に
営
営
た
りほ
し
い
ま
ま

君
の
如
く
此
の
生
を
任
に
す
る
を

百
人
会
中

き

褐
を
被

瓢
を
飲
み

一
身
の
み
在
り

つ
い終
に
改
め
ず

曽
て
看
る

多
く
識
る

卸
っ
て
当
時
を
憶
へ
ば

故
侯
の
宿
草
を
悲
し
む
を

思
は
砂
然
た
り

爾
来
繁
霜
髪
に
入
る

旧
国
は
天
に
連
な
り 何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん

己
の
有
す
る
が
如
し

も
っ

暗
に
心
事
を
将
て
風
塵
に
隔
て
ら
れ

な
げ
う

尽
く
年
光
を
榔
ち
て
杯
酒
を
逐
ふ

青
門
に
幾
度
か
春
の
帰
る
を
見

柳
を
折
り

花
を
尋
ね

落
暉
を
送
る

杜
陵
往
往
に
し
て
秋
暮
に
逢
ひ
ょ

古
樹
を
攀
づ

な
が

月
を
望
め

処
を
知
ら
ず

條
忽
と
し
て
五
十
年

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

流
水
の
桑
田
を
没
す
る
を

風
に
臨
み

駿
馬
蒼
頭

賢
王
貴
主
我
に
於
て
厚
く
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前
半
の
十
二
句
は
、
康
治
の
楽
府
の
名
声
が
玄
宗
に
ま
で
聞
え
、
長
安
中
に
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
第
十
三
句
「
風
塵
」
は

安
腺
山
の
兵
乱
を
指
す
。
康
治
の
人
生
上
に
お
け
る
一
大
激
乱
で
あ
り
、
詩
意
も
こ
こ
で
大
き
く
転
換
す
る
。
第
十
二
句
「
駿
馬
蒼
頭
如

己
有
」
は
、
『
唐
才
子
伝
』
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
に
共
に
引
用
さ
れ
る
。
第
十
七
句
に
「
杜
陵
往
往
逢
秋
暮
」
と
あ
る
の
は
、
晩
年
に

杜
陵
に
住
ん
だ
こ
と
を
指
す
か
。
『
暦
オ
子
伝
』
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
に
は
「
（
後
）
卒
（
於
）
杜
陵
山
中
」
と
い
う
。

第
二
十
一
旬
に
「
爾
来
條
忽
五
十
年
」
と
あ
る
の
は
、
康
治
が
楽
府
の
作
者
と
し
て
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
（
前
半
十
二
句
）
以
来
、
五

詩
旬
は
、

十
年
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
戴
叔
倫
は
七
八
九
年
に
五
十
八
歳
で
没
し
て
お
り
、
も
し
こ
の
「
五
十
年
」
を
安
腺
山
の
乱
（
七

五
六
年
）
後
、
五
十
年
と
い
う
の
で
は
、
年
数
の
勘
定
が
合
わ
な
い
。
康
治
が
一
体
い
つ
長
安
に
上
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の

そ
れ
以
来
五
十
年
と
い
う
意
味
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
あ
げ
た

a
李
頑
「
送
康
治
入
京
進
築
府
歌
」

か
ら
ほ
ぼ
五
十
年
後
に
、
戴
叔
倫
の
こ
の
詩
「
贈
康
老
人
治
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
幾
星
霜
を
経
て
既
に
高
齢
を
迎
え
た
康
治
は

第
十
九
旬
に
言
う
「
繁
霜
入
饗
」
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
詩
に
お
い
て
、
康
治
は
既
に
白
髪
を
冠
し
た
往
年
の
ス
タ

は
る
か

ー
と
な
っ
て
お
り
、
巷
間
で
曽
て
の
開
元
天
宝
時
代
「
当
時
」
の
繁
栄
を
「
砂
然
」
に
回
憶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、

c
李
端
「
贈
康
治
」
詩
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

黄
願
康
兄
酒
泉
客

平
生
出
入
王
侯
宅

今
朝
酔
臥
又
明
朝

忽
憶
故
郷
頭
已
白
4

流
年
悦
惚
朧
西
日

陳
事
蒼
茫
指
南
阻

陳
事

蒼
茫
と
し
て
南
距
を
指
す

流
年
今
朝
酔
ひ
臥
し

ふ忽
と
故
郷
を
憶
へ
ば

頭
已
に
白
し

な
が

悦
惚
と
し
て
西
日
を
謄
め

又
明
朝

平
生
出
入
す

王
侯
の
宅

黄
蜃
の
康
兄
は
酒
泉
の
客
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龍
鐘
相
見
誰
能
免

君
今
已
反
我
正
来

借
問
朦
朧
花
樹
下

朱
顔
宜
し
く
笑
ふ
べ
し

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

朱
顔
宜
笑
能
幾
回
24

借
問
す

め
ぐ

能
＜
幾
た
び
か
回
ら
ん
や

朦
朧
た
る
花
樹
の
下

龍
鐘
し
て
相
見
る

か
へ

君
今
已
に
反
り

我
正
に
来
た
り

髪
短
心
長
知
奈
何
20

華
堂
畢
杯
白
日
晩

心
は
長
く

華
堂
に
杯
を
挙
げ

髪
短
く

奈
何
す
べ
き
を
知
ら
ん

＜
 

白
日
晩
る

今
は
則
ち
老
い

青
山
満
眼
少
年
多

漢
家
尚
壮
今
則
老

漢
家
の
尚
壮

誰
か
能
＜
免
れ
ん

青

山

満

眼

少

年

多

し

東
城
よ
り
歩
出
す
れ
ば
風
景
和
し

共
壁
題
詩
君
獨
在
16

壁
を
共
に
し
て
詩
を
題
す
る
は

始
め
て
信
ず

時
を
同
じ
く
し
て
賦
を
献
ず
る
は

人
皆
尽
き

適
束
七
十
遂
無
機

空
是
咸
陽
一
布
衣

後
輩
軽
肥
賤
衰
朽

自
言
萬
物
有
移
改

始
信
桑
田
愛
成
海

同
時
献
賦
人
皆
盛

歩
出
東
城
風
景
和

空
し
く
是
れ
咸
陽
の
一
布
衣

自
ら
言
ふ

君
独
り
在
り

万
物
に
移
改
す
る
有
り
と

桑
田
変
じ
て
海
と
成
る
を

五
侯
門
館
許
因
依
12

五
侯
の
門
館

後
輩
は
軽
肥
し
て

い
や

衰
朽
す
る
を
賤
し
み

ま
か

因
依
す
る
に
許
す

適
来
七
十
遂
に
機
無
く

聾
名
恒
歴
飽
参
軍

班
位
不
過
揚
執
戟
8

声
名
は
恒
に
飽
参
軍
（
照
）
を
圧
し

こ

班
位
は
揚
執
戟
（
雄
）
を
過
え
ず
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る。 に
も
「
龍
鐘
相
見
」
と
あ
る
。
）
し
か
し
、

李
端
の
こ
の
原
詩
の
詩
意
は
、

決
し
て
そ
う
い
う
意
味
に
は
受
け
取
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
辛

と
い
う
表
現
か
ら
来
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
（
第
二
十
二
旬

誰
家
香
据
築
高
憂

第
九
旬
に
「
適
来
七
十
遂
無
機
」
と
あ
る
の
は
、
長
安
に
上
っ
て
以
来
七
十
年
、
す
な
わ
ち
、

叔
倫
の
前
詩
よ
り
更
に
二
十
年
後
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
唐
才
子
伝
』
及
び
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
に
「
至
大
暦
間
、
年

、

、

ヽ

ヽ

．

、

已
七
十
余
、
龍
鐘
衰
老
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
第
九
句
「
適
来
七
十
」

文
房
や
靡
嘉
定
が
述
べ
る
様
に
、
康
治
の
生
誕
来
七
十
年
と
い
う
年
齢
を
言
う
の
で
は
な
く
、
康
治
が
長
安
で
華
や
か
に
ス
タ
ー
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
七
十
年
間
と
い
う
期
間
の
意
味
に
解
釈
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
も
し
、

こ
れ
を
康
治
生
誕
来
七
十
年
と
解
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
原
詩
の
次
に
続
く
「
遂
無
機
」
（
遂
に
出
世
の
機
会
が
無
く
）
と
い
う
表
現
が
、
そ
の
後
ス
タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
康
治
の

経
歴
と
甑
甑
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
詩
に
お
け
る
康
治
の
年
令
は
、
実
際
に
は
デ
ビ
ュ
ー
当
時
の
康
治
の
年
齢
が
加
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
当
時
二
十
歳
で
あ
れ
ば
、

こ
の
時
九
十
歳
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。
辛
文
房
『
寵
オ
子
伝
』
及
び
そ
れ
を
襲

っ
た
諏
嘉
定
『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
が
、
李
端
詩
を
率
爾
に
誤
読
し
た
も
の
の
様
に
思
わ
れ
る
。

と
ま
れ
、
以
上
に
あ
げ
た
李
頑
「
送
康
治
入
京
進
築
府
歌
」
、
戴
叔
倫
「
贈
康
老
人
治
」
、
李
端
「
贈
康
治
」
の
三
詩
を
相
互
に
比
較
検

討
す
れ
ば
、
酒
泉
か
ら
来
た
黄
顕
の
芸
人
康
治
が
、
玄
宗
の
開
元
天
宝
時
に
長
安
に
お
い
て
一
躍
ス
タ
ー
と
な
っ
た
経
緯
、

そ
し
て
安
腺

山
の
乱
後
は
天
下
を
漂
浪
し
つ
つ
、
中
唐
の
大
暦
年
間
に
至
っ
て
も
、
な
お
高
齢
で
天
宝
の
遺
民
と
し
て
生
存
し
て
い
た
史
実
が
判
明
す

次
に
、
こ
の
康
治
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
京
師
長
安
に
は
、
同
姓
の
康
毘
裔
と
い
う
楽
師
が
登
場
す
る
。
唐
・
段
安
節
の
『
築
府

(
3
0
)
 

雑
録
』
琵
琶
の
條
に
次
の
様
に
記
録
す
る
。

た

れ

も

つ

こ

す

き

誰
家
か
香
括
も
て
高
台
を
築
く

a
李
頑
の
前
詩
よ
り
七
十
年
後
、

b
戴
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白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

宋
・
王
證
『
唐
語
林
』
巻

唐
・
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
中

唐
・
張
固
『
幽
閑
鼓
吹
』

唐
・
段
安
節
『
楽
府
雑
録
』
（
胡
部
に
も
う
一
条
言
及
す
る
）

こ
の
他
、
康
毘
裔
に
ま
つ
わ
る
記
事
は
、

喜
中
有
應
昆
裔
、
第
一
手
。
始
遇
喜
大
旱
、
詔
移
雨
市
祈
雨
。
及
至
天
門
街
、
市
人
廣
較
勝
負
、
及
闊
塁
築
。
即
街
東
有
鷹

障
琵
琶
最
上
、
必
謂
街
西
無
以
敵
也
、
遂
請
凜
喘
登
綜
棲
、
弾
一
曲
新
翻
羽
調
嶋
~
。
其
街
西
亦
建
一
棲
、
東
市
大
朗
之
。
及
凜
~

度
曲
、
西
市
棲
上
出
一
女
郎
、
抱
業
器
、
先
云
：
「
我
亦
弾
此
曲
、
兼
移
在
楓
香
調
中
。
」
及
下
撥
、
整
如
雷
、
其
妙
入
神
。
i

昆
裔
即

驚
駿
、
乃
拝
請
為
師
。
女
郎
遂
更
衣
出
見
、
乃
僧
也
。
蓋
西
市
豪
族
、
厚
賂
荘
厳
寺
僧
潜
~
、
以
定
東
鄭
之
勝
。
朔
日
、
陳
~
召

入
、
令
陳
本
藝
、
異
常
嘉
奨
、
乃
令
教
授
毘
裔
。
陵
奏
日
：
「
且
請
凜
~
弾
一
調
。
」
及
弾
、
師
日
：
「
本
領
何
雑
！
兼
帯
邪
聾
。
」

毘
裔
驚
日
：
属
師
神
人
也
！
臣
少
年
初
學
藝
時
、
偶
於
郡
舎
女
巫
授
一
品
絃
調
、
後
乃
易
敷
師
。
限
師
精
鑑
如
此
玄
妙
也
！
」

戚
奏
日
・
・
「
且
遣
毘
裔
不
近
築
器
十
餘
年
、
使
忘
其
本
領
、
然
後
可
教
。
」
詔
許
之
。
後
果
素
武
啄
之
藝
゜

こ
れ
に
よ
る
と
、
貞
元
中
（
七
八
五
ー
八0
四
年
、
徳
宗
時
。
『
琵
琶
録
」
は
「
建
中
中
」
に
作
る
。
こ
れ
だ
と
七
八
0
—
七
八
三
年
、
や
は
り
徳
宗

時
）
に
、
長
安
に
康
毘
裔
と
い
う
琵
琶
の
名
手
が
い
て
、
祈
雨
祭
に
か
つ
ぎ
出
さ
れ
て
、

琵
琶
を
弾
い
た
と
こ
ろ
、

一
方
の
段
善
本
の
妙

芸
に
圧
倒
さ
れ
て
舌
を
ま
き
、
直
ち
に
入
門
し
て
教
え
を
乞
う
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
康
毘
裔
が
自
ら
の
琵
琶
の
来
歴
に
つ
い
て
語
っ

た
中
に
、
「
臣
少
年
初
學
藝
時
、
偶
於
郡
舎
女
巫
授
一
品
絃
調
」
と
あ
り
、
ま
た
、
段
師
が
康
毘
裔
の
琵
琶
の
技
芸
を
評
し
て
、
「
本
領
何

雑
！
兼
帯
邪
聾
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
康
毘
裔
が
西
方
康
居
国
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
類
推
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。
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数
十
年
の
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
。

康
治
、
康
毘
裔
の
各
各
の
伝
記
記
述
を
相
互
に
比
較
検
討
し
て
も
、
双
方
に
一
致
す
る
記
事
内
容
を
全
く
見
出
せ
な
い
こ
と
。
強

い
て
あ
げ
れ
ば
、
共
に
康
姓
で
琵
琶
の
楽
師
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
実
は
そ
の
出
身
と
深
い
関

係
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
。

さ
て
、
以
上
に
検
討
し
て
来
た
康
治
と
康
毘
裔
に
関
す
る
資
料
を
見
る
と
、
私
が
冒
頭
に
述
べ
た
白
居
易
の
「
贈
康
斐
」
詩
に
登
場
す

る
「
康
臭
」
が
、
康
治
も
し
く
は
康
毘
裔
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
は
、
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
。
康
治
に
つ
い
て
は
「
八
十
秦
翁
」
と
い

b
 

は
遺
民
と
し
て
天
下
を
流
浪
し
た
。

a
 

な
ど
の
諸
書
に
、

そ
の
断
片
の
記
事
を
載
せ
る
。

宋
・
欧
陽
修
『
新
唐
書
』
巻
二
十
二
、
礼
楽
志
十
二

宋
・
李
防
『
太
平
広
記
』
巻
一
八
八
、
巻
二

0
五

明
・
胡
震
亨
『
唐
音
癸
鐵
』
巻
四

清
・
王
士
瞑
『
香
祖
筆
記
』
巻
三
、
巻
七

清
・
胡
鳳
丹
『
馬
鬼
志
』
巻
三

清
・
康
煕
中
勅
撰
『
古
今
図
書
集
成
』
巻
―
一
四
、
楽
律
典

い
ま
、

こ
れ
ら
の
康
毘
琴
囲
に
関
す
る
記
述
を
総
合
し
て
考
え
て
み
る
と
、
康
毘
裔
と
康
治
と
は
、
共
に
一
時
に
長
安
に
名
を
馳
せ
た
同

姓
の
楽
師
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
ど
う
も
別
人
の
様
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
点
を
あ
げ
る
。

双
方
が
活
躍
し
た
時
代
に
や
や
ず
れ
が
あ
る
こ
と
。
康
治
は
盛
唐
玄
宗
の
開
元
天
宝
年
間
に
一
躍
名
を
知
ら
れ
、
安
腺
山
の
乱
後

宋
・
王
灼
『
碧
維
漫
志
』
巻

一
方
、
康
毘
裔
が
有
名
に
な
る
の
は
、
中
唐
徳
宗
の
貞
元
（
又
は
建
中
）
年
間
で
あ
り
、
こ
の
間
、
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う
年
齢
勘
定
が
合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
し
、
康
毘
裔
に
つ
い
て
は
、
「
天
賓
遺
民
」
と
い
う
呼
称
が
相
応
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
「
康
曳
」
と
い
う
呼
称
は
、
II

康
の
じ
い
さ
ん
II

と
い
う
ほ
ど
の
一
般
称
な
の
で
あ
っ
て
、
李
頑
や
戴
叔
倫
、
李
端
の
詩
題

が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
、
康
治
だ
け
を
指
す
固
有
名
称
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
王
士
譲
が
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
十
五
に
お
い
て
、
次
の
様
に
「
康
曳
」
を
即
康
治
で
あ
る
と
認
定
す
る
の
は

(

2

)

 

誤
り
で
あ
る
し
、
ま
た
、
王
士
譲
の
こ
の
記
述
に
拠
っ
た
私
の
前
稿
も
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

盛
唐
詩
人
多
有
贈
康
治
之
作
、
最
博
者

11所
謂
「
西
上
雖
因
長
公
主
、
還
須
一
見
曲
陽
侯
」
、
蓋
指
楊
國
忠
聟
凜
、
摩
輩
也
。

マ
マ

長
慶
中
、
白
居
易
作
忠
州
刺
史
、
亦
有
贈
康
詩
云
：
「
殷
勤
憐
汝
無
他
意
、
仄
膚
箪
9

民
見
漸
稀
。
』
戌
膚
宦
言
定
已
歴
六
朝
、

在
、
則

It之
鳳
、
流
落
西
濁
、
至
国
湘
、
濃
塵
之
時
、
亦
已
老
失
。

こ
こ
で
は
、
康
治
、
康
毘
裔
を
含
む
康
姓
を
名
の
る
者
の
多
く
が
、
西
域
の
康
国
、

つ
い
て
、
若
干
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
贅
説
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
西
戎
伝
に
、
康
国
に
つ
い
て
次
の
記
述
が
あ
る
。

つ
ま
り
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
に

康
國
、
即
漢
康
居
之
國
也
。
…
…
其
人
皆
深
目
高
鼻
、
多
麒
髯
。
丈
夫
船
髪
或
辮
髪
。
…
…
人
多
嗜
酒
、
好
歌
舞
於
道
路
。
…
…
善

商
買
、
学
分
録
之
利
。

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

五

而
康
猶 後
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こ
の
記
事
か
ら
、
康
国
人
は
多
く
景
髯
を
た
く
わ
え
、
欽
酒
を
嗜
み
、
路
上
に
歌
舞
す
る
の
を
好
む
陽
気
な
芸
人
気
質
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

の
一
旬
が
あ
り
、

康
居
よ
り
出
づ

そ
の
題
下
に
は
、
「
天
宝
の
末
、
康
居
国
之
を
献
ず
」
と
の
自
注
が
あ
る
。
（
ま
た
、

女
」
に
は
、
「
『
李
偲
』
に
云
ふ
、
天
賓
中
、
西
國
よ
り
束
献
す
。
」
と
注
す
る
。
）

天
賓
末
、
康
居
國
獣
胡
旋
女
、
蓋
左
旋
右
轄
之
舞
也
。

い
ま
、

白
居
易
の
新
楽
府
「
胡
旋

同
題
の
元
穣
の
新
楽
府
「
胡
旋

こ
れ
ら
の
康
国
出
身
の
芸
人
の
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
康
治
に
つ
い
て
、
『
唐
才
子
伝
』
巻
四
に
、

治
、
酒
泉
人
、
黄
鑽
美
丈
夫
也
。
盛
時
撞
琴
剣
来
長
安
。
…
…
工
業
府
詩
篇
、
宮
女
梨
園
、
皆
寓
於
聾
律
゜

と
あ
る
記
事
と
、
見
事
に
符
号
す
る
の
に
驚
く
。
こ
の
こ
と
は
、
康
治
が
康
国
出
身
の
楽
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
確
定
す
る
有
力

更
に
、
宋
・
銭
易
『
南
部
新
書
』
乙
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

出
康
居

胡

旋

女

胡

の

旋

女

女
」
に
、
こ
の
様
に
歌
舞
を
善
く
す
る
康
国
人
が
、

天
宝
末
年
に
長
安
の
宮
中
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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せ
て
拙
論
の
裏
付
け
と
し
た
い
。

が
あ
る
。

0

小
川
昭

(

2

7

)

 

「
胡
人
康
治
に
つ
い
て
」

な
ど
に
詳
し
い
論
証
が
あ
り
、
ま
た
、
専
論
と
し
て

(
3
4
)
 

0

羽
田
亨
「
漠
北
の
地
と
康
国
人
」

な
根
拠
と
な
る
。

に
、
主
に
東
洋
史
研
究
者
を
中
心
に
し
て
強
い
関
心
が
持
た
れ
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、

(
3
1
)
 

0

白
鳥
庫
吉
「
烏
孫
に
就
い
て
の
考
」

(

3

2

)

 

0

白
鳥
庫
吉
「
康
居
考
」(

3
3
)
 

0

白
鳥
庫
吉
「
粟
特
国
考
」

(

3

5

)

 

0

桑
原
隙
蔵
「
隋
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」

(

3

6

)

 

0

石
田
幹
之
助
「
胡
旋
舞
」
小
考

こ
こ
で
、
西
域
の
康
国
出
身
者
が
多
く
康
姓
を
名
の
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
次
の
四
氏
の
論
述
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
、
あ
わ

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

隋
唐
時
代
に
中
国
に
来
住
し
て
活
躍
し
た
康
姓
を
名
の
る
者
の
伝
記
、
及
び
そ
の
故
国
で
あ
る
康
国
の
地
誌
考
証
に
つ
い
て
は
、
既

と
、
や
は
り
康
国
出
身
の
芸
人
で
あ
っ
た
と
み
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

康
毘
裔
に
つ
い
て
の
伝
記
記
述
は
乏
し
い
が
、
先
に
あ
げ
た
資
料
に
見
え
る
断
片
的
記
事
を
総
合
し
て
考
え
て
み
る
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先
に
述
べ
た
様
に
、

康
治
そ
の
人
を
特
に
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
康

国
や
突
厭
に
帰
化
し
た
者
も
多
く
、

0

康
国
…
…
中
国
、
隋
唐
時
代
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
呼
称
。
後
世
し
ば
し
ば
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
…
…
中

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
康
姓
を
称
し
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ソ
グ
ド
文
字
な

(
3
7
)
 

（
長
沢
和
俊
『
ア
ジ
ア
歴
史
辞
典
」
「
康
国
」
）

0

支
那
の
史
書
に
康
国
の
名
が
見
え
る
や
う
に
成
つ
て
か
ら
後
、
外
国
人
で
康
姓
を
冠
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
が
、
康
国
の
人
な
る
を
示

(

3

4

)

 

（
羽
田
亨
「
漠
北
の
地
と
康
国
人
）

0

サ
マ
ル
カ
ン
ド

S
a
m
a
r
k
a
n
d
は
、
支
那
で
普
通
康
国
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
地
の
出
身
者
は
多
く
康
姓
を
称
し
た
。

0

康
治
は
黄
顕
の
胡
人
で
あ
っ
た
。

(
3
5
)
 

（
桑
原
隙
蔵
「
隋
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
）

そ
し
て
酒
泉
の
人
で
あ
っ
た
。
康
姓
の
胡
人
が
康
国
出
身
、

者
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
を
酒
泉
の
人
と
い
う
の
は
、
康
国
か
ら
酒
泉
に
移
住
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
安
腺

（補
3
)

山
も
元
来
は
康
姓
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
康
姓
の
胡
人
の
名
は
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
琵
琶
の
名
手
と
伝
え

(
2
7
)
 

（
小
川
昭
一
「
胡
人
康
治
に
つ
い
て
」
）

ら
れ
る
康
毘
裔
も
あ
る
が
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
詩
人
と
い
う
の
は
治
一
人
で
あ
る
。

い
ま
、

こ
れ
ら
の
記
述
を
総
合
し
て
結
論
的
に
考
え
る
と
、
康
治
、
康
毘
裔
と
も
に
、
西
域
康
国
、

人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
私
は
更
に
、

す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
両
者
の
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
、

つ
ま
り
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身
の
芸

次
の
よ
う
に
考
え
る
。
つ
ま
り
、
i

昆
裔
は
中

国
西
方
に
そ
び
え
る
霊
峰
で
あ
り
、
康
毘
補
が
西
方
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
治
は
う
る
お
う
、
天
恩
に
う
る
お
う
の

意
で
あ
り
、
康
治
が
玄
宗
の
お
ほ
え
め
で
た
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
あ
た
か
も
、
後
世
、
清
朝
は
『
紅
楼
夢
』
の
作
者
曹
需
が
、
康
煕
帝

の
天
恩
に
感
謝
し
て
命
名
さ
れ
た
が
如
く
に
で
あ
る
。
し
か
し
、

身
の
康
姓
を
名
の
る
芸
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
）

従
っ
て
、
冒
頭
に
私
が
引
用
し
た
白
居
易
の
「
贈
康
艮
」
詩
に
登
場
す
る
「
康
夏
」
も
ま
た
、
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出

つ
ま
り
今
日
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
身

一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
、
疑
ふ
べ
き
余
地
は
無
い
。

ど
の
ソ
グ
ド
文
化
を
伝
え
た
功
績
は
と
く
に
顕
著
で
あ
る
。
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曳
」
が
直
ち
に
康
治
、
も
し
く
は
康
毘
裔
そ
の
人
で
は
な
い
と
は
言
っ
て
も
、
白
居
易
の
天
宝
遺
民
に
寄
せ
る
篤
い
思
い
に
変
り
が
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
新
楽
府
の
「
胡
旋
女
」
に
も
既
に
詠
ん
だ
様
に
、
西
域
康
国
か
ら
唐
都
長
安
に
献
上
さ
れ
、
華
々
し
く
活
躍

し
た
康
姓
の
芸
人
が
、
今
や
衰
老
し
て
見
る
影
も
な
く
異
国
を
漂
浪
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
や
は
り
都
長
安
を
逐
わ
れ
て
異
土
を
さ
ま
よ

う
白
居
易
は
、

そ
こ
に
他
人
事
と
は
思
え
な
い
同
情
と
共
感
を
込
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

盛
暦
を
代
表
す
る
詩
人
杜
甫
（
七
―
ニ
ー
七
七
0
)
最
晩
年
の
絶
唱
に
、
「
江
南
逢
李
亀
年
」
詩
が
あ
る
。

岐
王
宅
裏
尋
常
見

落
花
時
節
又
逢
君

大
暦
五
（
七
七
0
)
年
暮
春
、
杜
甫
五
十
九
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
、

さ
て
、

幾
十
年
の
星
霜
を
経
た
後
、

間
、
安
腺
山
の
大
乱
を
経
て
、
李
亀
年
及
び
杜
甫
の
二
人
が
ど
の
よ
う
な
辛
酸
を
嘗
め
つ
く
し
た
か
、

末
旬
「
又
」
の
一
字
が
い
か
に
も
効
果
的
に
働
き
、
余
情
尽
き
な
い
古
今
の
名
篇
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
天
宝
の
遺
民
と
し
て
の
杜
甫
と
李
亀
年
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

の
大
ス
タ
ー
李
亀
年
に
、

こ
の
七
絶
は
何
も
語
ら
な
い
が
、

つ
ま
り
、

そ
の
人
生

奇
し
く
も
江
南
の
落
花
の
好
時
節
に
再
会
し
た
驚
き
と
喜
び
を
述
べ
る
。
こ
の

落
花
の
時
節
に
又
も
君
に
逢
ふ

正
是
江
南
好
風
景

崖
九
堂
前
幾
度
聞

崖
九
の
堂
前
に
幾
度
か
聞
く

正
に
是
れ
江
南
の
好
風
景

六

岐
王
の
宅
裏
に
尋
常
に
見
る

杜
甫
は
、

少
年
時
代
に
そ
の
盛
名
を
聞
見
し
て
い
た
梨
園
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り
、
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
、
杜
甫
の
場
合
に
酷
似
す
る
。

し
か
し
、

杜
甫
と
明
確
に
違
う
の
は
、

白
居
易
の
詩
に
登
場
す
る
天
宝
遺
民

の
晩
年
に
、
あ
た
か
も
こ
こ
江
南
の
「
落
花
」
の
好
時
節
に
出
逢
っ
た
二
人
は
、
本
論
に
お
け
る
私
の
設
定
に
沿
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
共

に
「
天
宝
の
遺
民
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
梨
園
の
弟
子
た
る
李
亀
年
が
そ
う
な
ら
ば
、
杜
甫
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
安
腺
山
の
乱
に

よ
っ
て
天
下
の
形
勢
が
一
変
し
、
生
活
の
拠
り
所
を
失
っ
た
こ
と
は
、

最
大
の
パ
ト
ロ
ン
を
失
っ
た
李
亀
年
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
杜
甫
は
、
玄
宗
時
代
に
な
お
不
遇
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、

大
乱
が
彼
の
そ
の
後
の
人
生
に
与
え
た
影
響
は
深
刻
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
二
人
の
相
似
た
情
況
を
反
映
し
て
か
、

民
」
と
い
う
こ
と
で
互
い
に
親
近
す
る
意
識
を
持
ち
得
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

よ
り
も
盛
唐
に
生
き
た
文
人
で
あ
り
、
芸
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
様
に
考
え
れ
ば
、
杜
甫
の
「
江
南
逢
李
亀
年
」
詩
に
お

け
る
李
亀
年
と
杜
甫
は
、
共
に
「
天
宝
の
遺
民
」
と
し
て
天
下
を
漂
浪
し
な
が
ら
、

動
し
、
天
宝
の
盛
時
を
生
き
生
き
と
具
現
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
時
世
の
移
り
変
わ
り
を
象
徴
的
に
暗
示
す
る
様
に
、
杜
甫
が
こ
の
名
詩
を
辞
世
の
如
く
に
詠
ん
で
没
し
た
大
暦
五
（
七
七
0
)

年
の
翌
翌
年
に
、
中
唐
を
代
表
す
る
詩
人
白
居
易
（
七
七
ニ
ー
八
四
六
）
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
。
時
は
中
唐
で
あ
り
、
盛
唐
の
繁
栄
は
一

世
代
も
二
世
代
も
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
既
に
過
去
の
追
憶
と
な
っ
た
頃
合
い
で
あ
る
。
白
居
易
自
身
、
正
し
く
中
暦
の
詩
人
な
の
で
あ

る
が
、
そ
の
詩
文
に
は
、
「
天
宝
の
遺
民
」
を
介
し
て
、
過
ぎ
去
っ
た
盛
唐
へ
の
憧
憬
の
念
が
至
る
処
に
現
わ
れ
て
い
る
。

翁
」
然
り
、
「
上
陽
白
髪
人
」
然
り
、
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
ま
た
然
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

は
、
高
齢
で
は
あ
っ
て
も
確
か
に
天
宝
時
代
の
生
き
証
人
で
あ
る
が
、

つ
共
通
の
連
帯
感
が
生
れ
て
い
る
様
に
思
え
る
。

つ
ま
り
、

そ
の
後
の
二
人
の
人
生
を
ほ
と
ん
ど
決
定
づ
け
た
。
玄
宗
と
い
う

こ
こ
で
奇
し
く
も
避
遥
し
た
二
人
に
は
、
実
は
落
託
し
た
者
同
士
が
お
互
い
に
持

盛
居
を
代
表
す
る
一
芸
人
と
一
詩
人
と
が
、

や
は
り
安
腺
山
の

共
に
落
託
し
た
「
天
宝
の
遺

こ
の
こ
と
は
、
杜
甫
、
李
亀
年
と
も
に
、
何

こ
の
時
、
中
唐
の
中
国
に
あ
っ
て
、
な
お
現
実
に
活

「
新
豊
折
腎

こ
れ
ら
の
詩
に
詠
わ
れ
る
「
天
宝
遺
民
」
と
白
居
易
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
共
に
天
下
を
流
浪
す
る
芸
人
で
あ

そ
れ
を
見
る
白
居
易
は
天
宝
の
生
活
経
験
が
全
く
無
い
中
唐
の
詩

92 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



代
を
生
き
た
杜
甫
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
梨
園
弟
子
」
詩
の
場
合
、

で
あ
る
が
、
今
や
そ
の
梨
園
も
華
清
宮
も
当
時
の
機
能
は
全
く
無
い
。
現
実
は
天
宝
時
代
と
は
完
全
に
隔
絶
し
て
お
り
、
白
髪
の
梨
園
弟

子
は
、
「
天
宝
遺
民
」
と
し
て
中
唐
に
お
い
て
ま
さ
し
く
残
余
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
上
陽
白
髪
人
」
も
同

そ
し
て
、
白
居
易
が
杜
甫
の
「
江
南
逢
李
亀
年
」
詩
に
直
接
の
発
想
を
得
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
江
南
遇
天
宝
楽
史
」
詩
に
お
い

て
も
、
白
頭
の
病
曳
が
涙
な
が
ら
に
語
る
の
は
、
曽
て
の
天
宝
時
に
お
け
る
梨
園
の
盛
事
で
あ
り
、
今
や
そ
の
楽
臭
も
襲
山
も
当
時
の
面

影
は
全
く
な
い
。

つ
ま
り
、

白
頭
の
梨
園
弟
子
が
涙
な
が
ら
に
語
る
の
は
、

（
一
九
八
六
年
十
月

福
岡
）

五
十
年
前
に
受
け
た
玄
宗
の
天
恩

こ
こ
に
登
場
す
る
「
天
宝
の
遺
民
」
は
、
天
宝
の
記
憶
裡
に
は
生
き
て
い
て
も
、
中
唐
の
現
実
裡
に
は
生
き

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
中
唐
に
生
き
た
白
居
易
が
、
盛
唐
の
経
験
を
伝
聞
で
し
か
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
、
白
居
易
の
「
贈
康
夏
」
詩
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。

を
滅
多
に
見
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
に
寒
衣
を
与
え
た
。

ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
に
お
い
て
、
白
居
易
は
、
近
ご
ろ
「
天
宝
遺
民
」
、
、
、

こ
の
「
康
曳
」
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
天
宝
の
盛
時
を
追
憶
す
る
よ
す
が

で
は
あ
っ
て
も
、
当
の
「
康
曳
」
は
、
齢
八
十
を
越
え
、
も
は
や
「
天
宝
の
遺
民
」
と
し
て
機
能
的
に
生
き
て
は
い
な
い
。
た
だ
そ
の
残

余
の
生
涯
を
空
し
く
異
郷
に
費
消
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
李
亀
年
の
様
に
天
宝
の
遺
事
を
弾
き
語
り
す
る
こ
と
も
ほ
と

こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
が
本
論
で
取
り
あ
げ
た
白
居
易
の
「
贈
康
史
」
詩
は
、
さ
り
げ
な
く
書
か
れ
た
ご
く
平
凡
な
七
絶
詩
で
は
あ
る

が
、
そ
の
「
天
宝
の
遺
民
」
へ
の
尊
崇
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
天
宝
時
代
へ
の
傾
慕
の
念
は
、
時
世
の
推
移
上
当
然
な
が
ら
、
自
ら
盛
唐
時

以
上
、
棲
棲
述
べ
来
た
っ
た
こ
と
を
、
中
国
古
来
の
歴
史
学
の
用
語
を
借
り
て
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
盛
盾
の
杜
甫
は
天
宝
遺
民
の
中
に

天
宝
時
代
を
見
た
し
、
中
唐
の
白
居
易
は
天
宝
遺
民
を
通
し
て
天
宝
時
代
を
聞
い
た
し
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の
詩
人
は
、
今
日
に
至
る
ま

、、

で
、
天
宝
遺
民
の
伝
説
を
通
し
て
天
宝
時
代
を
伝
聞
し
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
か
。

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）

様
で
あ
り
、
元
槙
の
「
古
行
宮
」
に
登
場
す
る
宮
女
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
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(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(
1
)

『
白
居
易
集
』
巻
十
八
（
顧
学
頷
校
点

る。

(
2
)

乞
は
給
、
与
の
意
に
解
す
る
。
音
は

q
i
。
前
稿
「
呉
偉
業
『
永
和
宮
詞
』
に
お
け
る
白
居
易
『
長
恨
歌
』
（
お
よ
び
元
槙
『
連
昌
宮
詞
』
）
の
受

容
」
（
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
第
十
七
巻
一
九
八
二
年
）
に
「
乞
は
る
」
（
音
q
l
)

と
読
む
の
を
改
め
る
。

(
3
)

白
居
易
集
巻
十
二
。

(
4
)

白
居
易
集
巻
十
九
゜

(
5
)

朋
友
書
店
昭
和
四
九
年
再
版
。

(
6
)

白
居
易
詩
に
お
け
る
「
五
十
」
の
語
は
、
単
に
五
十
歳
と
い
う
白
居
易
の
年
齢
を
言
う
場
合
の
ほ
か
に
、
次
の
二
通
り
の
意
味
合
い
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
は
安
腺
山
の
乱
以
来
「
五
十
年
」
、
つ
ま
り
楊
貴
妃
没
後
「
五
十
年
」
、
言
い
代
え
れ
ば
盛
居
の
盛
世
が
過
ぎ
て
後
「
五
十
年
」
、
つ
ま

り
実
質
的
に
は
八

0
六
年
（
憲
宗
元
和
元
年
）
前
後
の
中
唐
の
一
時
期
を
指
し
て
言
う
場
合
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
玄
宗
の
治
世
「
五
十
年
」
、
つ

ま
り
開
元
二
十
九
年
間
と
天
宝
十
五
年
間
を
ひ
っ
く
る
め
て
凡
そ
「
五
十
年
」
と
い
う
場
合
と
の
二
通
り
で
あ
る
。
こ
の
「
梨
園
弟
子
」
詩
に
お
け

る
「
五
十
年
前
雨
露
恩
」
は
前
者
の
場
合
で
あ
り
、
後
出
の
「
胡
旋
女
」
詩
に
お
け
る
「
五
十
年
来
制
不
禁
」
も
や
は
り
そ
う
で
あ
る
。

白
居
易
集
巻
三
。

未
見
。
白
居
易
集
巻
三
「
新
豊
折
臀
翁
」
、
注
二
。

白
居
易
集
巻
三
。

白
居
易
集
巻
十
三
。

白
居
易
集
巻
十
九
゜

白
居
易
集
巻
二
七
。
那
波
本
巻
五
七
。
注
本
後
集
巻
十
一
。

白
居
易
集
巻
ニ
―
°
那
波
本
巻
五
一
。
江
本
後
集
巻
一
。

白
居
易
集
巻
三
三
。
那
波
本
巻
六
六
。
注
本
後
集
巻
十
四
゜

白
居
易
集
巻
二
九
。
那
波
本
巻
六
二
。
汗
本
後
集
巻
三
。

註

中
華
書
局

一
九
七
九
年
）
。
以
下
、
白
居
易
詩
の
引
用
は
こ
の
本
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
す
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、
、
、
、

(16)

白
居
易
集
巻
十
二
。
な
お
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
序
に
は
、
「
世
所
不
聞
者
、
予
非
開
元
遺
民
、
不
得
知
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
開
元
遺
民
」
の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(17)

白
居
易
集
巻
十
二
。

(18)

前
川
幸
雄
「
李
白
に
対
す
る
白
居
易
の
気
持
」
（
漢
文
学
十
三
号
福
井
大
一
九
六
九
）
、
同
氏
「
杜
甫
に
対
す
る
白
居
易
の
気
持
ち
」
（
古

典
と
現
代
十
四
号
明
治
書
院
昭
和
四
一
年
）
。

(19)

杜
甫
に
お
い
て
、
安
腺
山
の
乱
を
契
機
に
し
て
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
に
象
徴
さ
れ
る
開
元
天
賓
時
代
へ
の
認
識
が
ど
の
様
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か

興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
関
連
す
る
杜
甫
の
詩
題
を
以
下
に
列
記
し
、
他
日
の
構
想
に
備
え
る
。

麗
人
行
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
六
）

自
京
赴
奉
先
縣
詠
懐
五
百
字
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
六
）

哀
江
頭
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
六
）

哀
王
孫
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
六
）

北
征
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
七
）

病
橘
（
全
唐
詩
巻
ニ
―
九
）

光
腺
坂
行
（
全
唐
詩
巻
ニ
ニ

0
)

憶
昔
二
首
、
其
二
（
全
唐
詩
巻
二
二

0
)

銀
公
孫
大
娘
弟
子
舞
剣
器
行
（
全
唐
詩
巻
二
二
二
）

春
望
（
全
唐
詩
巻
ニ
ニ
四
）

秋
興
八
首
、
其
四
（
全
唐
詩
巻
二
三

0
)

醸
山
（
全
唐
詩
巻
二
三

0
)

解
悶
十
二
首
、
其
九
ー
十
二
（
全
唐
詩
巻
二
三

0
)

江
南
逢
李
亀
年
（
全
唐
詩
巻
二
三
二
）

千
秋
節
有
感
二
首
、
其
一
（
全
唐
詩
巻
二
三
三
）

琥
国
夫
人
（
全
唐
詩
巻
二
三
四
）

そ
の
他
、
李
白
を
詠
ん
だ
十
四
首
の
詩
篇
（
詩
題
は
省
略
）

白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
（
竹
村
）
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第
十
一
号

九
州
大
学
中
国
文
学
会

(20)

全
唐
詩
巻
四
一
〇
。
一
に
王
建
の
詩
に
作
る
。

(21)

全
唐
詩
巻
四
一
九
゜

(22)

全
唐
詩
巻
四
0
五
。
二
宮
俊
博
「
元
槙
の
『
代
曲
江
老
人
百
韻
』
詩
に
つ
い
て
」
（
中
国
文
学
論
集

和
五
七
年
）
参
照
。

(23)

全
唐
詩
巻
五
六
七
に
こ
の
詩
一
首
の
み
を
収
め
る
。

(24)

鄭
隅
が
大
中
五
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と
は
『
屑
オ
子
伝
』
巻
七
、
『
登
科
記
考
』
巻
二
二
、
『
全
唐
詩
』
巻
五
六
七
等
の
諸
書
に
見
え
る
。
ま
た
、

「
津
陽
門
詩
」
中
に

開
元
よ
り
今
に
到
る
ま
で
十
紀
を
諭
ゆ

当

初

の

事

跡

は

皆

残

緊

せ

り

、

と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
の
詩
が
開
元
よ
り
「
十
紀
」
（
百
二
十
年
）
以
上
も
後
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
因
み
に
開
元
一
ー
ニ
九
（
七
一
三

ー
七
四
一
）
年
よ
り
百
二
十
年
後
は
、
太
和
七
ー
咸
通
二
（
八
三
三

l
八
六
一
）
年
と
な
る
。

(25)

筆
記
小
説
大
観
第
十
五
冊
（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
一
九
八
三
年
）
二
五
五
頁
。

(26)

宋
・
劉
斧
『
青
瑣
高
議
』
巻
六
゜

(27)

小
川
昭
一
『
全
唐
詩
雑
記
』
（
彙
文
堂
一
九
六
九
年
）
所
収
「
胡
人
康
治
に
つ
い
て
」
。

(28)

世
界
書
局
、
一
九
七
四
年
。

(29)

小
川
昭
一
は
「
胡
人
康
治
に
つ
い
て
」
の
論
文
の
中
で
、
向
達
『
唐
代
長
安
輿
西
域
文
明
』
（
三
咲
書
店
一
九
五
七
年
）
三
二
頁
に
言
及
す
る

周
賀
の
「
送
康
紹
婦
建
業
」
詩
（
全
唐
詩
巻
五

0
三
）
を
、
康
治
を
詠
ん
だ
も
の
に
非
ず
と
し
て
し
り
ぞ
け
て
い
る
が
(
+
頁
）
、
私
も
小
川
説
に

賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

(30)

中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
一
（
中
国
戯
劇
出
版
社
一
九
五
九
年
）
に
拠
る
。
ま
た
、
康
毘
裔
に
関
す
る
同
様
の
記
事
は
、

厨
・
段
安
節
『
琵
琶
録
』

宋
・
李
防
『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
三

宋
・
累
載
之
『
績
談
助
』
巻
一

明
・
何
良
俊
『
四
友
齋
叢
説
』
巻
二
六

清
・
康
煕
中
敷
撰
『
古
今
図
書
集
成
』
業
律
典
巻
―
―
四

昭
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な
ど
に
も
見
え
る
。

(31)

『
西
域
史
研
究
』
上
（
岩
波
書
店
昭
和
十
六
年
）
。
原
載
は
、
明
治
三
十
三
、
三
十
四
年
『
史
学
雑
誌
』
十
―
|
+
-
、
十
二

l
-
．
二
号
。

(
3
2
)同
右
『
西
域
史
研
究
』
上
所
載
「
西
域
史
上
の
新
研
究
」
。
原
載
は
、
明
治
四
十
四
年
『
東
洋
学
報
』
一
—
三
、
ニ
ー
一
、
三
—
一
・
ニ
号
。

(33)

『
西
域
史
研
究
』
下
（
岩
波
書
店
昭
和
十
九
年
）
。
原
載
は
、
大
正
十
三
年
『
東
洋
学
報
』
十
四
ー
四
゜

(34)

『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
上
巻
歴
史
篇
（
京
都
大
学
東
洋
史
研
究
会
昭
和
三
十
二
年
）
。
原
載
は
、
大
正
十
二
年
『
支
那
学
』
三
ー
五
号
。

(35)

内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
『
支
那
学
論
叢
』
（
弘
文
堂
大
正
十
五
年
）
。

(36)

『
長
安
の
春
』
（
昭
和
十
六
年
）
所
収
。

(37)

ア
ジ
ア
歴
史
辞
典
第
三
巻
「
康
国
」
の
項
（
平
凡
社
一
九
六
0
年）。

※
（
補
記
）
脱
稿
後
、
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
訂
正
と
補
加
の
必
要
が
生
じ
た
。
改
稿
も
ま
ま
な
ら
ず
、
こ
こ
に
補
記
す
る
。

（補
1
)

十
頁
、
註

(10)
「
春
題
華
陽
観
」
詩
に
つ
い
て
。
華
陽
観
は
長
安
永
崇
里
に
あ
っ
た
道
観
の
名
。
大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）
の
建
立
。
唐
の

代
宗
の
第
五
女
華
陽
公
主
（
新
唐
書
巻
八
三
）
の
旧
宅
。
代
宗
は
玄
宗
の
孫
、
在
位
七
六
二
—
七
七
八
年
。
永
貞
元
年
（
八

0
五
）
、
白
居
易
は
元

積
ら
と
こ
の
華
陽
観
に
寓
居
し
て
、
制
科
の
受
験
勉
強
に
励
ん
だ
。
こ
の
詩
も
そ
の
頃
の
作
で
あ
る
。
従
っ
て
、
白
居
易
の
こ
の
詩
の
題
下
注
に
言

ぅ
「
旧
内
人
」
、
又
は
詩
中
に
言
う
「
頭
白
の
宮
人
」
と
は
、
直
接
に
は
代
宗
時
の
旧
内
人
、
宮
人
を
指
す
の
で
あ
り
、
私
が
こ
こ
に
引
用
す
る
よ

う
に
天
宝
の
遺
民
の
謂
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
故
に
こ
の
一
節
を
削
除
す
る
。

（補
2
)

二
頁
、
十
三
頁
、
註

(18)
、
白
居
易
が
李
白
、
杜
甫
に
言
及
し
た
詩
文
に
つ
い
て
。
更
に
、
白
居
易
が
章
応
物
（
七
三
六
ー
？
）
に
言
及
し

た
詩
文
に
つ
い
て
も
補
加
し
た
い
。
羅
聯
添
「
章
応
物
事
跡
繋
年
」
（
幼
獅
学
誌
八
ー
一
、
一
九
六
九
年
）
の
ほ
か
、
専
論
に
赤
井
益
久
「
草
応
物

と
白
楽
天
」
（
国
学
院
雑
誌
八
一
ー
五
、
昭
和
五
五
年
）
が
あ
る
。

（補
3
)

三
十
頁
、
註
(
2
7
)

に
つ
い
て
。
安
禄
山
も
元
来
は
康
姓
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
、
新
唐
書
巻
ニ
ニ
五
本
伝
に
「
本
姓
康
」
と
あ
る
。
や
は
り

西
域
渡
来
人
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

白
居
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